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瀧i既水温の上昇Lこ関ナる研究第2報*

遊水池及び水湿上昇施設内の水温

八鍬利助

Studies on the Raising of Temperature 

of Irrigation Water Se巴ondReport 

On the Temperature of Water in a Warming Pool 

by 

RTSUKE Y AKTJW A 

1.緒 言

第 1報に於て水温上昇に閲する基礎賞験を行ったので，共の!底用として昭和123年夏農製部第

一農場の水田の一部に簡単な温水施設を作り，その水温を測ると共に本農場の遊水池の7K温をも

併せて観測した。

2. 観測の方法

本農場に於ては本~!部と工製部の聞を流れているノj、)11の7K をホa ンプで揚水し， とれを遊水池

で温めて後， 7K悶にiriU既している。第 11盃1aに示す椋にポンプで揚げられた水は， Pなるよ也下導

水路を通ってAの流出口から流出し， 1， 2， 3の遊7K池を通り，更に 4-9の遊水池を経て用水路

に建ーする。

遊水池に於ては Aの流出口と， 遊水池に於て温められた温水が流出する B黙とに於て水温

の観測を行った。
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雨匝にはIIj*路から時々同量の7Kを

入れ C，D の流出口から本|刊に掛け流しill*i也&.び試験鼠第 1園 a

た。附匝共観測~}i 1， 2， 3及び4に於て水iKitを翻iJllJし， JL 8月12日以降にはji!ii匝の略krll央
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に於てよ也温の観測をも行った。
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ごi己i己
直コEコ区コ
仁J[ごコ亡コ

D 
その水温もiJliJ定した。カーに受けて，

下玉当L
親illJJは7月20日より 8月20日迄の[tHに於

て~首な日を選ぴ 9 日間行ったのであるが， 8月

国L験試第 1圏 b12日は次去に示す様に晴天で'あったので，主に

との日の親測結果について検討し克にその他の日の翻測をも併せて論でやるととにする。
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3. 遊水池に於ける水温

8月12日に遊水池の A，B雨期iに於て観測した水温の鑓化(第 2!前Dを見るに，流出口の A鮎

に於ては 5時50分に 14.5
GCであるが， 共の後僅か宛上昇して 15時30分には 1日中の最高 20.80C

に建する。最高の時刻を過ぎると視度は失策に下降して 18時には 20.10Cとなる。

遊7K池を経て B里占に流れ出た7Kの祖

度は 5時 50分には 20.5
0
Cで A賄より
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Cの高温である。 共の後水温はなに上
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10-16時には10-1l0C高くその他の時刻

には 6-i"C高温である。
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Eえに曇天日(i月20，21，22，23日)と

快晴及ぴ晴天日(8月3，4，6，7，12日)のA

G 10 12 14 I G 18"  

第 2圃 流:H仁IA及び遊水池B黙の水温(8月12日)

B雨賄に於ける水i置を比較すると弐去の如くである。

第 2表 快晴及び晴天日と曇天日に於ける A，B黙の水温

時 9 11 13 15 均

曇天日の平均7~~

B 男h 17.6 19.2 21.3 22.4 20.1 

A 県h 14.3 15.8 17.5 18.1 16.4 

差 3.3 3.4 3.8 4.3 3.7 

快晴及び晴天日の平均水i昆

B 用h 24.9 28.6 31.7 31.2 29.1 

A 黒h 15.4 17.3 19.5 20.3 18.1 

差 9.5 11.3 12.2 9.9 11.0 

快晴及び晴天日に於ける B黙の水温はilミ午前後には A黙より1O-12
0

C高混であるが，曇天

日には雨貼の売は 4
0

C内外に過ぎない。

4. 温水施設匿の水温

第 1匿と第2匿の観測賄2即ち流出口附近に於ける水温観測の結果は第3闘の如くで，第 1
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lLu~のノ'ki且は 5 時 50分には 21.90C であるが， 13 時には:3:3.1cCになる。故に朝より 1:3時迄の温度

のJ-.J7{・は 11.20Cである。 t(c21匝の5時より 1:3時迄の水温上昇は 14.70Cで第1匝より遥かに大で

最高の水温は 37GCに建する。
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第 3 闘 翻iWJ結2の水温(8月12日)

\~ " 

各時実Ijに於ける両地匝の水温主を求

めると次去の如くで， 2(C2匝はJ;fCl匝よ

り， 5-6時にはO.3-0.60C高いだけであ

るが 8時以後は差は急:に大きくなり，

10-14時には tic2匝は第1匝より 3.4-

4.00C高温となる。

以上は流出口附近即ち観測貼 2に於

ける7!'(j毘比較で、あるが，流出した水温は

とれと多少異なる。それで、i志向した水を

第 3表 流JI¥日附;庄の水温差(第2底ー第 i阻)

11206 11400 11600 11700 11800 時打一分引1_5努別5閃o1 臼
水雌判|い0.6I トOω3 1.9 I 3.6 I 4.0 I 3.4 I 2.8 I 2.I I 1.7 

ビーカ戸に受け，その温度を測り次!品lに示す様な結果を得た。

第 1匝の流出口 Dから冴elHした
.， 

水の温度は8時20分には 25.50C， 38 

36 

最高時には 32.80Cになるが，第2匝
H 

9十Zι

の流出水の温度はun匝よりも常に JZ 

高く8-12時にはFH匝の芸0.5-0.80C 30 

28 

に過ぎないが， 14時以後には雨匝の 26 

話相;憎んして1.3-3.10Cとなる。 24 
6 {O IZ. /ヂ 16 

共に観測野~2 に於ける水温と C， 第 4圃 流11¥*の水i民(8月12E1) 

Dから木町に流H¥した水の温度との売を求めると次去の如くである。

ノ2 疋

2(c 4去からIlfjかな械に第 1匿に於ては 8時と10時は例外でるるが，その他の時刻には流IHじ

た水の温度は観測結2附近の水温よりも 0.4-1.30C低 lくなっている。J;fc2直に於ける翻L~\J駄 2 と

流出水の温度との?主ば，朝及び夕方には第1匝に於ける雨賄の7J'(iJia.;I;~ と大した鐙りはないが， 10
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-14時には第 11盃に於けるものよりも遥かに大きく，流出水温は観測結2の水温よりも2.8-3.7
0

C

第 4表 観iHtl黙2と流出水の水温差(観測黙2の*1良一流出*の水温)

時-

0.4 

0.8 

800 1000 1206 1400 1600 1712 1755 

第 l区

第 2医

低温となる。かくの如く第2匝の流出水は観測賦2よりも著しく低温となるものは，正午前後に

第2匿の下屠に存在する比較的温度の低い水が，表面の温水が流出する際吸収され混合流出する

ためである。今参考のため，観測結2の表面水温と直の中央で'mlJった池田温度を示すと次去の如

くで、ある。

第 5表 観jJ!IJ融2の水温及び地面温度
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J.).!lち第 1匿に於ては水面ilL来射した日射の大部分は7KJ貴を通過して地雨iに達し，此庭で晩牧

されるから，地両及び、とれに接する水の温度は水面温度よりも，いくらか高くなるが，第2匿に

於ける計h!iはとれと全く異なる。第2匝の水面に浮べた黒色亜鉛放は多量白日射を吸収して高温

となり，吸収した熱を亜鉛放下に接する71¥J斤に体えるが， 7Kは熱の不具導体で、dうるから，亜鉛紋

から水の去庶に伴えられた熱は下!斉には非常に停わり悪い。従て日I=I~殊にíE/[:前後には水面温度

と地而温度とのI!IIには著しい温度差を生歩るのである。以上述べた様に第2直の流出水には下hま

にある比較的温度の低い水が混合するので，流出水温は観測賠2の水温よりも著しく低温となる

のである。

5.綿括

以上敷節に豆り主に 8月12日の親測結果について述べた事柄を線、括すると共の如くになる。

1) 遊水池のB黙に於ける水温はA賠よりも， 10ー16時には 10-11CCrmi ¥，その他の時刻
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には 6-70C 高温である。然し B， A 耐拙の水温差は天気~犬態によって異友る。

(2) 第 1匡(遊水直)と第 2医(温水施設匝)の観測割引流出口附近)の水温を比べると第 21@.

は第 1匝より 10-14時には 3.4-4.0
0

C高温である。

同第 1匝， .1C2匿の流11'.口 D，C から流出する J)'(の温度は，第 2直は抗 1 匝よりも常に .~~j

く，その設は 8-12時には 0.5-0.80Cであるが， 14時以後には1.3-3.10Cとなる。

本質験は文部省科皐4研究究の援Jl)J を:得て行ったものでるる。同省の御)~意に封し深く感謝の

立を'ますると共に，寅験中色々便宜を興えてくれた第一農場・の方々に浮く答jJ躍をr!rし上げる。

Resume 

1n the First Fann of the Faculty of Agriculture， Hokkaido University， irrigation water is 

warmed in warming pools before admission to rice fields. 

1. Water which flowed out of an orfic巴 AfIows through warming pools 1-9， and then f10ws 

into an irrigation ditch (Fig・1a). 

Wat巴rtemp巴ratureat points A and B was observed to detcrmillc how much th巴 waterwas 

warmed while passing through the pools. 

According to the observation on the 12 th of August， 1948， the water temperaturc at B was 

m uch higher than that at A， the diffeI'ence being 6-11 QC (Fig. 2). 

2. To incr四日 theefficiency of the warming pools， observations were made in two p!ots. 

Plot 1 is a small wo.rming pool about 6 by 9 ft as gcnerally used in our country .. 

Plot 2 is a wa.rming pool with black zinc plates fIoated on the water surface of the pooI 

(Fig. 1 b) 

ln the day time， th巴 water temperature at observatioll point 2 of plot 2 (Fig. 1 a) is higher 

than that of plot 1 (Fig. 3). 

This is due to the fact that the black zinc platcs absorbed much more solar radiation than 

the water surfac巴 ofplot 1 did. 


